






【要約】クレチン症マススクリーニングにおいて TSH 法では検出できなかった中枢性クレ

チン症を検出するために濾紙血液中の遊離型サイロキシンを測定する方法(FT4 法)1)を導

入し、そのパイロットスタディをおこなった結果、下垂体低形成による甲状腺機能低下症

を検出できることを確認した。2),3)しかしながら、FT4 法において以下のような問題点が

明かとなってきた。3),4) 

1.正常と異常の重なりが大きい。（感度が低い) 

2.測定値の変動が大きい。 

3.TBG 減少症で FT4 低値となる。 

4.低出生体重児で FT4 低値となる。今回、このような問題点を検討した。 


